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　明けましておめでとうございます。
　平成最後の新年を迎え、本年1月15日付で那珂川病院 
の院長を拝命いたしましたので、ご挨拶申し上げます。
　私は、平成19年10月当院に入職し、平成24年5月
より大内田先生と共に副院長として、下川敏弘院長を
サポートしてまいりました。この度、下川先生が院長
職を退任され理事長職に専念されることとなり、私が
後任を務めさせていただくこととなりました。下川先
生が平成13年4月に院長に就任してからの、那珂川病
院と喜悦会の約18年間を振り返ってみたいと思います。
　那珂川病院では、平成18年7月に緩和ケア病棟、9
月に回復期リハビリテーション病棟が認可され、病院
機能が拡張されました。平成23年には、増改築工事
が完了し、健診センターもオープンし、現在の病院機
能が完成しました。
　喜悦会は、平成22年4月に、より高い公益性が求め
られる社会医療法人の認定を受けました。そして、平
成25年には病院外での医療・看護・介護の充実を図
るために、デイサービスセンター清和、那珂川病院在
宅支援センター、訪問看護ステーションを開設しまし
た。平成26年には、住宅型老人ホーム「オレンジハ
ウス清和」を開設しました。また、本院である那珂川
病院に加えて、平成26年3月には、二日市中町病院

（現：ちくし那珂川病院）が法人に加わり、平成30年
4月には、二日市共立病院が法人に加わりました。 

これによって、法人としての診療体制がさらに拡充さ
れました。
　また、喜悦会では、患者さんの健康をしっかり守る
ための基盤となる職員の福利厚生や健康増進にも積極
的に取り組んできました。平成20年に那珂川病院に
院内託児所「ゆりんこ」が開設され、小さなお子さん
を持つ職員が安心して働ける職場環境を整えました。
その年に福岡県から、「子育て応援宣言事業所」とし
ての認定を受けました。継続した取り組みが評価され、
平成25年には「子育て応援宣言事業所」県知事表彰を
受賞しました。また、平成29年に「健康づくり優良事
業所ゴールド」の認定を受けました。職員の健康と幸
福が患者さんの健康と幸福に繋がると考えています。
　このように、これまで下川院長がすべての職員と共
に努力し、那珂川病院を発展させてきました。院長交
代後も、これまでどおり地域の方々に必要とされ、社
会貢献できる医療機関であり続けることが出来るよう
に、職員一同努力を続けていく所存でございます。 
今後ともよろしくお願い申し上げます。

　平成７年にスタートしました那珂川病院広報誌｢那珂川病院
だより｣は昨年の70号をもちまして終了し、新たに広報誌 

「りりぃ」として再スタートすることとなりました。
　この数年間に新たに社会医療法人喜悦会グループに、 
ちくし那珂川病院、二日市共立病院、デイサービスセンター
清和、オレンジハウス清和、在宅支援センター、訪問看護 
ステーションなどの施設が加わり、広報誌もグループ全体の
広報誌として再スタートすることとなったからです。
　喜悦会グループ広報誌｢りりぃ｣を、今後ともよろしくお願い
申し上げます。
 那珂川病院広報委員会

｢那珂川病院だより｣から｢りりぃ｣へ
リニューアルのご挨拶
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緩和ケアだより
「身心一如」の緩和ケア�
	 那珂川病院	緩和ケア	医長
	 浄土真宗本願寺派真教寺（月隈）	副住職　月江教昭

仏教には「身
しん

心
しん

一
いち

如
にょ

」という言葉があり
ます。例えば、風

か

邪
ぜ

という病気で身
からだ

が弱る
と心も沈みます。そうすると免疫が低下し
て、感染症である風邪は治りにくくなりま
す。また、ストレスなどで心が弱っていると、
免疫が落ちて感染症やがんなどいろいろな
身
からだ

の病気の元となります。「病は気から」と
いうやつですね。身

からだ

の病気は心の病気を引
き起こし、心の病気は身

からだ

の病気を引き起こ
し、互いに悪循環サイクルに陥ります。逆に、
体の健康を保つことが心の健康にもつなが
るし、心の健康を保つことが身

からだ

の健康を保
つことにもなるといえます。高齢でも身

からだ

を
動かしている人は、身心ともに元気な方が
多いようです。
また、「身

しん

心
しん

一
いち

如
にょ

」の身
からだ

と心の順番は大事

で、必ず「身
からだ

」が先で、「心」
が後です。仏教では「肉体
（身

からだ

）あるが故に心を生ず」
と考えます。現代の医学でも、基本的には「心
とは脳（身

からだ

）の機能である」と考えられて
いることとも合致します。緩和ケアにおい
て、がんから来る症状も基本的には身

からだ

の症
状が基本です。その身

からだ

の症状が取れないと
心の苦痛を生じます。「身

からだ

の苦痛あるが故に
心の苦痛を生ず」です。心の苦痛がある患
者さんでも、まずは身

からだ

の症状をコントロー
ルすることを考えます。全く症状がなくな
ることは難しくても、日常生活を送るうえ
で問題ない程度まで症状コントロールする
ことは、現代の緩和ケアではほぼ可能となっ
てきています。

緩和ケア外来・相談のご案内 緩和ケア病棟施設概要
緩和ケア外来を受診される方や入院の相談や見
学を希望される方は、必ず電話予約をお願いいた
します。

●電話受付時間　平日　9:00 ～ 17:00
　TEL 092-565-3531（代）
　くらしと医療の相談室の看護師が対応します。

●緩和ケア外来　受付時間（予約制）
　月・木 14：00 ～ 16：30
　火・水・金  9：00 ～ 11：30
　 外来通院での緩和ケアを行います。緩和ケア

病棟退院後の診療も行います。

入院費について
医療費は、健康保険制度による給付割合に従っ
た料金です。高額医療給付制度の適用があります。

病室： 全病床24床で全室個室です。 
室料あり7室、室料なし17室

その他�の設備：食堂・談話室、ファミリーキッチン、
家族控室（宿泊可・有料）、面談室、説
明室、介護浴室、一般浴室、洗濯コーナー

緩和ケア病棟へのご入院について
● 主に、治癒が望めないと判断された悪性腫瘍の

患者さんをケアします。
● 患者さんまたはご家族が病名・病状について理

解していることが入院の条件です。
● 体調が安定したら、外泊したり、退院して緩和

ケア外来に通院したり、在宅ケアを受けることも
できます。訪問診療は当院の医師、訪問看護
は当院の訪問看護ステーションが担当します。
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今回は、着物の着付けをしてくださ
る、着付け教室『和ごころ』の冨安弘
子先生と落合和歌子先生を紹介いたし
ます。
緩和ケア病棟で行われる行事では、
病棟スタッフが和装することがありま
す。夏祭りには浴衣を、お月見会では
着物を着て参加します。その際の着付
けをしてくださるのが、着付け教室『和
ごころ』の先生方です。着物や帯は皆
様から頂いた物で賄っており、足りな
い物もある中で、着物と帯を組み合わ
せ、色々な帯の結び方をしてくださり、
行事に華を添えます。いつもとは違う
病棟スタッフの姿に、患者さんやご家
族は喜ばれ、また、普段着物を着る機
会の少ないスタッフは気の引きしまる
思いです。

たくさんのボランティアさんにご協
力いただき、患者さんやご家族に少し
でも良い時間をお過ごしいただけるよ
う、日々模索しています。

ボランティアは随時募集しています。趣味や特技をお持
ちの方、またお持ちでない方も、興味のある方はぜひ一度
お気軽にご連絡ください。

ボ ラ ン テ ィ ア だ よ り
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11月のサクラ
＠グリンピアなかがわ

我が家のわん
こ！！

�
T.O

「餅つき大
会」

＠那珂川病
院

よっちゃ
ん旅行社

★

「島原ツ
アー」

社会医療法人喜悦会グループ

フォト
ギャラリー
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　新しい型の老人ホームとしてスタートし、早4年
が経過。入居者様48名、職員35名が本当の家族の
様に仲良く、明るく、楽しく、過ごせるように皆で
努力中です。禁止事項は極力最小限（屋内火器の取
り扱い等）に定め、原則自由。（外出、外泊…届出制）、
門限なし。その他、入居者様には自宅に居た時より
も幸せを感じてもらえたらいいなあと思います。
　開設当初から始めた私の講演「オレンジ学園」は、
平成30年12月で49回目。毎回沢山の方々に出席し
ていただいております。もっともっと内容を充実さ
せるべく、これは私が努力中。
　新しい型の老人ホームを目指して歩いている我々
（入居者様・職員）の旅は、まだまだ続いています！
� 2018年12月
� オレンジハウス清和　施設長　鬼塚　俊二

住宅型有料老人ホーム
那珂川病院　オレンジハウス清和

住所／那珂川市片縄北３-17-7
ＴＥＬ092-952-1165

西鉄バス　片縄バス停より
徒歩1分

オレンジ学園

飾り山笠見学
カレー作り 敬老会

イチゴ狩り お花見

マリンワールドツアー
成人のお祝い

行事
も充実～

み～んな
笑顔

\（^～^
）/

オレンジハウス清和
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11月4日（日）野多目校区秋季防災訓練に当院
より3名参加させて頂きました。晴天の中、地域
の方々と関係者含め総勢280名の防災訓練を行わ
れました。避難訓練では、朝9時に地震が発生し
た想定で、野多目小学校避難所の受入開始を公開
すると各所より、ぞくぞくと地域の方が避難され
てきました。
避難後は各種トレーニングと防災備品の紹介が
行われました。トレーニング内容は、地域の方が
4班に分かれて、1か所に15分で「毛布を使った
搬送」・「エコノミー症候群の予防」・「道具を使わ
ない搬送」・「AED訓練」を順番に回って行ってい
きます。
今回はその中で「AED訓練」を当院が講師とし

て担当させて頂きました。講師の中でも要となる
のが、女性ながら当院きっての声量の持ち主であ
り、当院の新入職員にも心肺蘇生方法・AED訓練
を教えている甲斐さん(臨床検査技師)です。
甲斐さんの指導のもとAED訓練がスタートしま

した。最初に、一連の流れをアニメーションのわ
んこが登場するDVDにて発見時の対応から胸腔圧
迫までを学んで頂き、その後に南消防署からお借
りしたリアリティある上半身の人体モデルを使用

して、現実味のある実践訓練を行いました。訓練
とはいえ実際に、目の前に倒れている人を発見し
たと想定し、大声で「助けて下さい！」と人を集め、
「119番とAEDをお願いします！」と伝え協力をお
願いする。また倒れた人には「大丈夫ですか！」
と肩をたたきながら声掛けし、胸腔圧迫を行い、
AEDを使用して訓練を行いました。参加者の方々
は躊躇することなく、恥ずかしさを捨て、人命救
助に徹する姿は真剣で、防災に対する意識の高さ
を肌で感じることができました。
今回、野多目校区の防災訓練に参加させて頂き、

近年の豪雨災害・地震等の災害の多さに備えるこ
との必要性を改めて認識しました。当院は、昨年「大
規模災害マニュアル」を作成し、今年度では「災
害を想定した防災訓練」を行いました。いかなる
災害の対処として、より一層の努力を必要としま
すが、災害時に病院機能を維持し、防災に強いま
ちづくりのため、地域の方々と協力し取り組んで
まいります。

秋季防災訓練
参加について

総務課　小山	義和

野多目校区
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常勤医師診療担当表

医師名▶担当領域
下川 敏弘（理事長）▶外科・呼吸器外科
吉村 寛志（院長）▶外科・消化器外科
大内田 敏行（副院長）▶放射線科
立元 貴（副院長）▶総合内科・糖尿病内科
古賀 善彦▶外科・リハビリテーション科
井上 彰子▶外科・麻酔科
古田 斗志也▶外科・消化器外科
眞田 雄市▶外科・消化器外科
齊田 光▶整形外科
行實 崇▶人工透析・血管外科
中本 守人▶脳神経外科
筒井 伸一▶内科・消化器内科
安藤 智恵▶内科・循環器内科
藤澤 正寿▶内科・腎臓内科・人工透析
大橋 朋子▶内科・肝臓内科
大国 貴史▶緩和医療・漢方内科
月江 教昭▶緩和医療・循環器内科
牧野 毅彦▶緩和医療

那珂川病院

ちくし那珂川病院

二日市共立病院

診察室 月 火 水 木 金 土

診察室1 朔（第4のみ）
（循環器内科）

山尾（完全予約）
（糖尿病内科）

大橋
（内科）

中川（完全予約）
（糖尿病内科）

片桐（第2・4のみ）
（脳神経外科）

診察室2 立元
（内科・禁煙外来）

立元
（内科・禁煙外来）

安藤
（循環器内科）

安藤
（循環器内科）

森戸
（循環器内科）

佐々木
（内科）

診察室3 筒井
（内科）

今泉
（循環器内科）

藤澤
（腎臓内科）

藤澤
（腎臓内科）

筒井
（内科）

診察室5 中本
（脳神経外科）

眞田
（外科）

中本
（脳神経外科）

吉村
（外科） 外科当番医

診察室6 吉村
（外科）

井上
（麻酔科）

古田
（外科）

牧野
（緩和ケア）

瀬尾（第3のみ）
（外科）

診察室7 木村
（外科）

下川
（外科）

大国
（緩和ケア）

下川
（外科）

工藤
（外科）

診察室8 齊田（受付11時まで）
（整形外科）

月江
（緩和ケア）

齊田（受付11時まで）
（整形外科）

齊田（受付11時まで）
（整形外科）

若杉（第2のみ）
（内科）

■午前（診察時間／9:00～12:00）

診察室 月 火 水 木 金 土
診察室1 大倉 義文 大石 華子 江崎 薫 髙宮 陽介 野間 栄次郎 麻生 頌
診察室2 渡邊 昭博 渡邊 昭博 渡邊 昭博 担当医 担当医 整形外科

■午前（診察時間／9:00～12:00）

診療科 月 火 水 木 金 土

外来 重松 明博 重松 明博 重松 明博 重松 明博
重松 明博 重松 明博

植木 敏晴
循環器 担当医
（第1･3週）

片桐 邦彦
（第1･3･5週）

■午前（診察時間／9:00～12:30）

診察室 月 火 水 木 金 土
診察室1 大倉 義文 大石 華子 江崎 薫 髙宮 陽介 野間 栄次郎 休診
診察室2 大倉 義文 渡邊 昭博 大倉 義文 担当医 休診

■午後（診察時間／13:00～17:00）

診療科 月 火 水 木 金 土

外来 竹中 理
片桐 邦彦

竹中 理 片桐 邦彦 竹中 理 休診循環器 担当医
（第2･4週）

■午後（診察時間／13:30～17:30）

※ 外来担当医予定は都合により変更となる場合が
ございます。ホームページなどでご確認ください。

診察室 月 火 水 木 金 土

診察室1 　 大橋
（内科）

山尾（完全予約）
（糖尿病内科） 　 大橋

（内科） 　

診察室2 安藤
（循環器内科） 　 立元

（内科・禁煙外来） 　 豊原
（循環器内科） 　

診察室3 牧野
（緩和ケア） 　 　 筒井

（内科） 　

診察室5 　 眞田
（外科） 　 　 行實

（血管外科） 　

診察室6 　 　 吉村
（外科）

中本
（脳神経外科） 当番医

診察室7 　 泌尿器（担当医）
（要予約）

古田
（外科）

月江
（緩和ケア） 　

診察室8 眞田
（外科） 　 　 　 　

■午後（診察時間／13:00～17:00）

診療時間 	 平日	9:00～17:00	
	 土曜日	9:00～12:00
休診日 	 日曜・祝祭日	

	 年末年始（12/30～1/3）	
※急患はその限りではありません
お問い合わせ先 	
TEL：092-565-3531	
FAX：092-566-6460	
※	急患は24時間いつでも受診可能
です。

交通アクセス  西鉄バス系統番号4番・47番・62番・620番　「那珂川病院前」下車すぐ　　■駐車場150台

交通アクセス  
西鉄二日市駅（西口）より…徒歩約8分
JR二日市駅より…徒歩約5分

診療時間 	 平日	9:00～17:00	
	 土曜日	9:00～12:00
休診日 	 土曜午後･日曜･祝祭日

交通アクセス  
二日市バス停より…徒歩1分
JR二日市駅より…徒歩3分
西鉄紫駅より…徒歩5分

診療時間 	 平日	9:00～17:30
	 土曜日	9:00～12:30
休診日 	 土曜午後･日曜･祝祭日

住所 	〒818-0072	筑紫野市二日市中央3-6-12　TEL：092-922-2246　FAX：092-922-5994

住所 	〒818-0072	筑紫野市二日市中央2-10-1　TEL：092-923-2211　FAX：092-925-0415

社会医療法人喜悦会グループ　外来担当医予定表（2019年1月現在）


